
　5月22日（水）に、韓国・釜山にて、
釜慶大学校創立100周年記念式典アジ
ア大学フォーラムが開催され、寳金清
博総長が出席しました。
　本フォーラムは、本学の大学間交流
協定校である釜慶大学校が創立100周
年記念のイベントとして、進化する高
等教育の展望とアジア全域のダイナ
ミックな社会的要望に対応するための
高等教育機関の重要な役割と方向性に
ついて、アジアの著名な大学の代表同
士が対話を行い、国際的な連携を強化
していく機会として開催したもので、
本学を含め5か国6大学の学長が出席し
ました。

　「アカデミックの枠組みを超えて：
根本的な社会変革に対応するアジアの
大学」をテーマに開催されたフォーラ
ムでは、釜慶大学校の張　瑛秀総長の
挨拶に続き、寳金総長が「新たな時
代における大学の役割：Novel Japan 
University Model～Excellence and 
Extension～」をテーマに講演を行い
ました。参加大学の学長が社会変革に
対応するための各大学の取り組みにつ
いて講演を行った後、聴衆を交えなが
ら各大学代表間で意見交換を行うセッ
ションがあり、アジアの大学の競争力
を高め、将来世界を牽引する次世代の
リーダーの人材育成を行うためにはど

うしたらよいか、活発な議論が行われ
ました。
　多くの大学で社会的変容や国際化等
といった高等教育における共通の課題
を抱えており、特に日本と韓国におい
ては、少子化という共通の社会的課題
がある中で、今後の大学の在り方を検
討し、次世代の人材を育成するための
方策について議論する良い機会となり
ました。今後も各大学との連携や情報
交換を継続し、教育研究両面における
関係強化を模索していきます。

（国際部国際連携課）

寳金総長が釜慶大学校創立100周年記念式典アジア大学フォーラムに出席

講演を行う寳金総長 アジア大学フォーラム講演者の集合写真

フォーラムに於けるディスカッション

北海道大学創基150周年記念募金（北大フロンティア基金）

　北海道大学は、創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発揮して大学として
の使命を果たすため、平成18年10月に北大フロンティア基金を創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、息の
長い募金活動をすることとしています。
　2026年、北海道大学は創基150周年を迎えます。次の150年を見据えた記念事業のため、2023～2026年度の4年間、北大フ
ロンティア基金は「創基150周年記念募金」として、皆様からのご寄附を募集しております。
皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　5月は356件46,954,181円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名を掲載させていただきます。
（五十音別・敬称略）

47,926件　7,168,391,874円
10,878件　1,003,623,317円

北大フロンティア基金創設時累計　　　　　 （5月31日現在）
うち、北海道大学創基150周年記念募金累計（5月31日現在）

ご寄附状況

アジア航測株式会社、アンビシャスグループ北海道株式会社、医療法人社団おかもとこども矯正歯科クリニック、株式会社開発調査研究所、

株式会社カナモト、社会医療法人恵佑会、医療法人宏友会、桜クリニック、医療法人 札幌山の上病院、北海道大学漕艇部　茨水会、

ジニー企画合同会社、社会医療法人耳鼻咽喉科麻生、市立旭川病院、株式会社シルバーバックス・プリンシパル、医療法人社団　正信会、

積水化学工業株式会社、医療法人社団泰生会堀口クリニック、総合病院伊達赤十字病院、株式会社だるま、医療法人社団　中鉢小児クリニック、

医療法人社団　つつみ整形外科クリニック、中道リース株式会社、名護市屋我地診療所、株式会社難波薬局、合同会社パーシモン、

社会福祉法人北海道社会事業協会 帯広病院、三菱重工環境・化学エンジニアリング株式会社、宮脇グループホールディングス株式会社、

六美会第46期一同、株式会社ライジングサン商会

寄附者ご芳名（法人等）

寄附者ご芳名（個　人）

合川　正幸

池田　輝明

伊藤　雄三

上田　　諭

大北　健雄

沖崎　　遼

加藤　伸康

川端　啓介

久郷　真司

小林　賢人

崎元　大志

澤　　洋文

信野祐一郎

鈴木　康弘

田栗　和奈

青井　良平

石井　哲夫

井上　　猛

上田　雅敏

大西　信樹

沖野　教郎

加藤　裕貴

河本　充司

久住　一郎

小林　正樹

櫻木　範明

三升畑元基

陣谷　義直

須藤　和昌

武井　大樹

青木　俊介

石垣　隆弘

井上　将希

上村　　稔

大野義一朗

尾立　卓弥

加藤　元嗣

丸藤　　哲

久保　周吾

今　　京子

佐々木　理

志済　聡子

菅原　新也

角　　一幸

竹原　　巌

青木　秀俊

居城　邦治

猪股　路子

内堀　勝章

大原　正範

小田原一史

金川　眞行

菊地原多佳子

栗原　誠治

齊藤　慈円

佐々木重幸

篠原　信雄

杉江　和男

住野　幸仁

立野　正敏

赤平　幸郎

石渡　英夫

井原　　博

梅本　由佳

大森　浩二

小野江和則

金子豊三郎

北城　秀司

上月　　浩

齊藤　　晋

佐々木　悠

篠原　正裕

杉本　　聡

瀬名波栄潤

田中　栄治

阿部　雅史

板谷　良久

今井　　晋

縁記　和也

大栁　恵子

小野澤敏弘

金子　治子

衣川　暢子

小杉　雅郎

齊藤　　徹

佐々木秀直

柴田　恵子

鈴木　貴之

妹尾　恭一

谷口　直之

有賀　　正

市坂　有基

今井　知博

遠藤　公憲

緒方　昭彦

小原　大和

川内　瑞歩

木村　祐介

後藤　聖治

齋藤　　久

佐藤　典宏

渋谷真希子

鈴木　鉄哉

高瀬登志彦

多米　　豊

飯田　和典

伊藤　大貴

入澤　秀次

及川　　巌

小上登志夫

加藤　　元

河田　恭裕

桐山　宏紀

小濱　好彦

坂本　大介

澤田　大作

新宮　康栄

鈴木　正司

高柳　　涼

土家　琢磨



寺澤　　睦

鳥潟　　肇

永森　　聡

根本　叔治

引田　　淳

牧内　勝哉

馬渕　正二

村瀬　亮太

山口　淳二

渡部　克将

傳田　健三

中川　照久

中谷　晴昭

野村　憲和

弘田　博子

松井　耕二

三木　證永

森　　純一

横山　　考

傳田澄美子

中里　　堯

南須原康行

萩原　清妃

弘田　　裕

松岡　伸一

水戸部　学

矢口　裕之

吉岡　正俊

東郷ひろみ

中島　保明

成澤　佳子

花田　秀一

福永　悟郎

松家　治道

南田　大朗

矢口　和幸

吉田　広志

藤内　　守

永田　晴紀

新田　佳祐

馬場　直俊

藤澤　裕子

松原　謙一

宮﨑　周平

安原　光枝

若狭　　哲

戸谷　　剛

中津川孝道

新田　幸絵

早川　欽哉

藤本　　望

松村　讓兒

宮田　信幸

矢田　正明

脇坂　明美

富田　　裕

中村　克宏

庭野　陽樹

原　　啓介

星　　光流

松本　昭久

村上　広輝

矢野　啓介

渡邉　正夫

豊田　威信

中村　俊孝

沼　　光明

原　　雅道

本田　精一

真部　　淳

村瀬徳啓充

山口　晃司

渡部悠里子

　高等教育推進機構高等教育研究部で
は、今年度から高等教育に関する研究
及び実践の共有を目的として「高等教
育研究セミナー」を実施します。第1回
高等教育研究セミナーは、「大学入試の
共通試験改革をめぐるポリティクス」
と題して、6月1日（土）、2日（日）に
情報教育館にて開催されました。この
セミナーには、2日間で大学院生、大
学教員、高校教員、教育関係者等、約
20名が参加しました。
　6月1日（土）には、弘前大学教育学
部の中村恵佑助教の著書『大学入試の
共通試験改革をめぐるポリティクス―

「拒否権プレイヤー論」による政策過
程分析―』（東京大学出版会、2023年）
を素材とした読書会を行い、参加者と
疑問点や不明点を自由に出し合い、最
終的に複数の論点を提起しました。6
月2日（日）の午前中は、中村助教に
よる講演から始まり、続いて本学高等
教育推進機構の飯田直弘准教授による
本学フロンティア入試TypeⅠについて
の話題提供が行われました。そして、
午後には中村助教も交えて1日目に提
起された論点をめぐって熱い議論が展
開されました。
　2日間のセミナーを通じて、大学入

学共通試験の政策形成・決定過程をい
かに分析すればよいのか、またその際
に「拒否権プレイヤー論」がどれほど
有効な枠組みとなるのかについて議論
が繰り広げられました。こうした議論
を前提としながら、理想的な大学入学
者選抜のあり方に関する参加者の問題
意識の共有まで話が及ぶことで、今後
の大学入学者選抜に関する研究の見取
り図が描き出されました。

（高等教育推進機構）

第1回高等教育研究セミナーを実施

弘前大学中村助教による講演の様子 セミナーでの議論の様子




